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１．ごあいさつ

　この度は、株式会社アイエムアイの環境経営レポートをご覧頂き誠に

ありがとうございます。

　当社は、１９９６年に創立した電気工事業者です。公共工事を中心に

地元に密着した事業活動を行っております。

　社会への貢献を目標のひとつとし、持続的な成長をしていくことを

重要な使命として活動を行っております。
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２．環境経営方針

≪環境経営理念≫

　株式会社アイエムアイは、当社が関わる電気工事業の事業活動において、

「地球環境の保全の重要性」を念頭に全社員で自然環境への負荷の軽減に

努めます。

≪環境保全への行動指針≫

１．当社は、環境経営マネジメントシステムを構築し、以下の項目について環境経営

　　目標、環境経営計画を定め、環境経営の継続的改善に取り組みます。

　　①電力・燃料などの効率的使用及び省エネルギー活動に努め、二酸化炭素排出量

　　　削減を推進します。

　　②３R（リデュース：廃棄物の軽減・リユース：再使用・リサイクル：再生利用）を基本

      として自然環境への負荷の軽減に取り組みます。

　　③水使用量の削減に努めます。

　　④エコドライブ等を常に心がけ、化石燃料の使用量を節減し、二酸化炭素排出量削

　　　減に努めます。

　　⑤効率的な作業及び工程管理を行い、手戻り作業の削減等を目指し創意工夫による

　　　生産性向上に取り組みます。

　　⑥社員とともに「働きやすく、働きがいのある職場づくり」に努めます。

　　⑦地域貢献活動を通じ、地域とよりよい環境コミュニケーションを図っていきます。

２．当社の事業活動に関わる環境関連法規制及びその他の環境関連の要求事項を

　　遵守します。

３．ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals）への取り組み

　　「知る」から「行動する」、そして「貢献する」へとSDGsに対する取り組みに注力します。

この環境経営方針は、当社の全社員に周知徹底するとともに一般に公表します。

制定 株式会社アイエムアイ

改訂 代表取締役　　伊見 幸子

2022年02月01日

2023年02月22日
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３．SDGsへの取り組み

　SDGsは、先進国・途上国すべての国を対象に、経済・社会・環境の３つの

側面のバランスが取れた社会を目指す、世界共通の目標ととして、2015年9月

に国連で採択されました。

貧困や飢餓、水や保健、教育、医療、言論の自由やジェンダーなど、人々が人

間らしく暮らしていくための社会的基盤を2030年までに達成するという目標にな

っていて、17のゴール（目標）とそれぞれの下により具体的な169項目のターゲット

（達成基準）があります。

株式会社アイエムアイは、これまで取り組んできたエコアクション21に関わる環境活動を

活かし、SDGｓに取り組みます。

取組例）

すべての労働者に健康診断を受診させる

新入社員への技術教育

男性の育休、介護休業取得

工事現場での男女別トイレの確保

性別・年齢にとらわれない雇用促進

耐震技術の向上

コンプライアンス意識の促進

1社で取り組むのではなく、地域一体となった取り組み

※一社一村運動、NPO法人との連携
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４．事業の概要

1. 名称 株式会社 ア イ エ ム ア イ

2. 代表者氏名 代表取締役　　　伊見 幸子

3. 設立 1996年4月3日

4. 所　在　地 【本社事務所】

〒024-0072

岩手県北上市北鬼柳2-19-1

ＴＥＬ：0197-77-4810 ＦＡＸ：0197-77-4671

ＵＲＬ：http://www.imi-iwate.com/

e-mail：imikitak@ruby.ocn.com

【金ケ崎倉庫】

〒029-4502

岩手県胆沢郡金ケ崎町三ヶ尻嶋田3-17

5. 環境管理責任者 代表取締役会長 伊見 俊一

取締役総務部長 伊見　清華

6. 事業内容 (1) プラント電気設備工事の設計・施工・管理・試験

(2) 電気通信設備工事の設計・施工

(3) 一般電気設備工事の設計・施工

(4) 消防施設工事の設計・施工

7. 事業規模 資本金 45,000,000円

売上高 395,947,000円 2022年度

社員数 14名

8. 建設業の許可 許 可 番 号  ：  岩手県知事許可（特-3）第50001号

種　　　   類  ：  電気工事業、電気通信工事業

許 可 番 号  ：  岩手県知事許可（般-3）第50001号

種　　　   類  ：  消防施設工事業

9. 認証・登録の対象範囲 株式会社アイエムアイ　全組織及び全活動
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５．環境経営組織図及び役割・責任・権限表

作成日

1)効果的な実施体制の構築

2)環境方針の制定

3)全体の評価と見直し

4)経営における課題とチャンスの整理、及び明確化

1）環境活動の推進

2）環境目標及び環境活動計画の作成

3）経営責任者への推進報告

1）各部門ﾃﾞｰﾀの集計

2）環境活動の実績管理

3）環境への負荷及び取組の自己ﾁｪｯｸ

4）文書及び記録の管理

1）全作業員に対するEA21事項の環境教育

2）新規入場者（関係協力会社）に対する環境配慮の

　指示伝達

1）環境活動計画の実施

2）事務所、及び各工事現場のﾃﾞｰﾀ整理

経営責任者

環境管理責任者

環境管理事務局

現場代理人

全社員

（EA２１推進者）

役　割

全社員

工事現場

現場代理人

（EA２１推進者）

職　名

2022年2月1日

2023年2月1日

経営責任者

環境管理責任者

環境管理事務局

更新日
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６．主な環境負荷の実績

単位 2020年 2021年 2022年

ｋｇ-CO2 17,880 22,634 15,768

kg 250 290 260

kg 33,230 23,968 1,981

※水道水は住居と共同管理

※購入電力の二酸化炭素排出係数は環境省報道発表（2018年）の東北電力の
　排出係数 0.528kg-CO2/KWhを使用

産業廃棄物排出量

項目

二酸化炭素総排出量

廃棄物排出量

一般廃棄物排出量

6



７．環境経営目標及び実績

年　度　 2020年 2023年 2024年

　項　目 基準値 目標 実績 目標 目標

電力使用量 ｋｗｈ 7,262 7,117 6,786 7,044 6,899

の削減 基準年度比 98% 93% 97% 95%

暖房機燃料使用量 灯油　ℓ 964 944 607 935 915

の削減 基準年度比 98% 63% 97% 95%

自動車燃料使用量 ガソリン　ℓ 4,534 4,444 2,961 4,398 4,308

の削減 基準年度比 98% 65% 97% 95%

軽油　ℓ 437 428 1,474 424 415

基準年度比 98% 338% 97% 95%

一般廃棄物の削減 kg 250 245 260 243 238

基準年度比 98% 104% 97% 95%

1,981

1,981

100%

×

△

環境クレーム　０件　（実績）/　０件（目標）

16件　（実績）/　8件（目標）

水道水の削減

製品サービスに対する目標

地域貢献活動

2022年
評
価

〇

〇

〇

産業廃棄物の再資源化 100% 〇 100%

住居と共同管理のため行動目標により評価（次項による）
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８．環境経営計画の取組結果とその評価　次年度の計画

数値目標：〇達成　×未達成

活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

数値目標

原単位目標

２０２２年２０２１年２０２０年

3,5833,834 3,767

33,005 38,132 39,595

0.1162 0.0988 0.0905

CO2排出量　kg-CO2

売上高 　万円

売上高原単位　kg-CO2/万円

基準年度比 85%

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

〇

〇

・PCのｽﾘｰﾌﾟ設定 〇

・昼休憩時間帯の消灯

電力による二酸化炭素削減

・使用していない部屋の消灯・機器の停止 〇

・照明器具の清掃

・エアコン温度設定確認 (夏：28℃)

・エアコンフィルター清掃

〇

〇

〇

　数値目標及び原単位目標ともに目標を達成できた。
　目標を達成できた大きな要因は、公共工事が受注
できていない期間に協力業者へ労務応援に出向く機
会が増えたため従業員が事務所にいる時間が減り電
力使用量が減ったようだ。
　目標達成手段も習慣的に取り組むようになったと思
われる。
　次年度も継続して目標達成手段に取り組む。

・退社時に消灯・機器の停止確認

・看板用照明のﾀｲﾏｰ設定

〇

〇

〇

93%

0
0.02
0.04
0.06
0.08
0.1
0.12
0.14

２０２０

年

２０２１

年

２０２２

年

電力CO2排出量
売上高原単位 kg-CO2/万円

売上高原単位 kg-CO2/万円
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８．環境経営計画の取組結果とその評価　次年度の計画

2,399 3,769 1,511

２０２０年

33,005 38,132 39,595

0.0727 0.0988 0.0382

取組結果とその評価、次年度の取組計画暖房器による二酸化炭素削減 達成状況

CO2排出量　kg-CO2

売上高 　万円

売上高原単位　kg-CO2/万円

基準年度比 136% 53%

数値目標 〇
　数値目標及び原単位目標ともに目標を大幅に達成
できた。
　電力と同じく従業員が現場に出ることが増えてこと
が大きな要因のようだ。
　目標達成手段も習慣的に取り組むようになったと思
われる。
　次年度も継続して目標達成手段に取り組む。

原単位目標 〇

・温度設定確認 (冬：20℃) 〇

・使用していない部屋の停止 〇

２０２１年 ２０２２年

0
0.02
0.04
0.06
0.08
0.1

0.12

２０２０

年

２０２１

年

２０２２

年

灯油CO2排出量
売上高原単位 kg-CO2/万円

売上高原単位 kg-CO2/万円
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８．環境経営計画の取組結果とその評価　次年度の計画

39,595

0.3529 0.3957 0.2696

２０２０年 ２０２１年 ２０２２年

11,646 15,087 10,673

取組結果とその評価、次年度の取組計画

33,005 38,132

CO2排出量　kg-CO2

売上高 　万円

売上高原単位　kg-CO2/万円

数値目標 〇
　数値目標及び原単位目標ともに目標を大幅に達成
できた。
　４月以降は複数名での車移動が増えたようで燃料
の使用量が減っているようだ。
　元請工事が増えると車の稼働が増えるため、次年
度も継続して目標達成手段に取り組む。

・現場への乗合移動 〇

・月次車両点検 〇

・ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟの実践 〇

原単位目標 〇

基準年度比 112% 76%

自動車燃料による二酸化炭素削減 達成状況

・エコドライブの徹底 〇

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

２０２０

年

２０２１

年

２０２２

年

自動車燃料CO2排出量
売上高原単位 kg-CO2/万円

売上高原単位 kg-CO2/万円
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８．環境経営計画の取組結果とその評価　次年度の計画

　数値目標は達成できなかったが、原単位目標は達
成できた。
  社外秘文書の量が増えているようでシュレッターゴミ
を一般廃棄物として処理する機会が増えているよう
だ。
　シュレッター以外の処理方法も検討が必要なよう
だ。

２０２２年

250 290 260

33,005 38,132 39,595

0.0076 0.0076 0.0066

２０２０年 ２０２１年

・個人的なゴミ（弁当殻）は各自持ち帰る。 〇

〇

・ｺﾋﾟｰ用紙の両面使用 〇

・裏紙の利用促進 〇

・段ﾎﾞｰﾙ､雑誌､新聞紙等のﾘｻｲｸﾙ 〇

△

原単位目標

排出量　kg

売上高 　万円

売上高原単位　kg-CO2/万円

一般廃棄物の削減 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標

基準年度比 100% 87%

0.006

0.0065

0.007

0.0075

0.008

２０２０

年

２０２１

年

２０２２

年

一般廃棄物排出量

売上高原単位 kg/万円

売上高原単位 kg-CO2/万円
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８．環境経営計画の取組結果とその評価　次年度の計画

・花壇への散水は河川水を利用する 〇

〇

数値目標 〇

・分別の徹底 〇

・再資源化先の開拓 〇

建設副産物の再資源化率の向上 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

　今年度の排出品目が再資源化可能な廃棄物であ
り、事前に委託業者に確認していたため100％再資源
化されている。
　次年度は、盛岡・一関などの処分業者に委託する機
会が増えるため優良処分業者を選定して依頼するよ
うにする。

水道水の削減 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

　よく達成手段を取り組んでいるため、次年度も継続する。

製品サービスに対する目標 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

・環境クレーム　０件 〇
　どの現場も大きなクレームやミスも無いため、次年
度も継続して目標達成手段に取り組む。

・トイレ使用時、擬音装置使用 〇

・未使用時は元栓を閉める (金ケ崎倉庫）
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９．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，
　　　並びに違反，訴訟等の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

遵守評価

○

○

○

○

○

環境関連法規に関する違反、訴訟等の有無

関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟は過去3年間ありません。

廃棄物の処理及び清掃に
関する法律
（廃掃法）

岩手県循環型地域社会の形
成に関する条例

排出事業者等の責務等（収集運搬、中間処理業者を1年に1回以上確認し記録する） ○

県民の健康で快適な生活を
確保するための環境の保全

に関する条例

駐車場等管理者の周知義務
　自動車等の原動機を停止すべきことを周知させるために必要な
　措置を講じなければならない。（500㎡以上）

○

産業廃棄物処理は、許可業者に委託する。

○

委託した産業廃棄物処理状況を確認するよう努める。（排出者責任）

廃棄物管理票の保存（5年間）

産業廃棄物管理票（マニフェスト）の交付

産業廃棄物管理票交付状況報告（6/30まで）

適用される法規制 適用される事項（施設・物資・事業活動等）

産業廃棄物保管の基準（保管場所表示60＊60等）
　＊蛍光管は、「水銀含有製品産業廃棄物」の明示
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１０．緊急事態対応訓練

■参加者：　全従業員

■評価：

重機や処理キットを使って実技的な訓練も必要である。

■実施状況の様子

■参加者：　現場作業員

■評価：

現場内の重機と緊急時油処理キットを使用して訓練できたため理解

しやすかった。

■実施状況の様子

手順書の変更の必要性：□あり■なし

緊急事態の想定　：　火災の発生、油流出事故の発生

■実施日：　令和4年8月19日 ■実施場所：　本社２階

手順書の変更の必要性：□あり■なし

緊急事態の想定　：　油流出事故の発生

■実施日：　令和4年10月11日 ■実施場所：　現場作業場所
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１１．代表者による全体評価と見直し指示
実施日：2023年2月22日

見直し項目 評価 改善指示事項

環境経営方針 課題とチャンスへの取り組みが
意識されている。
環境への取組の重点分野が明
確になっている。

従業員及び協力会社に環境経
営方針を定着させること。
ＳＤＧｓに対する取組を追加す
ること。

環境経営目標 工事の受注状況により数値比
較が難しいが原単位での比較
では目標達成できている。
課題とチャンスに対する取組が
新規顧客の獲得に結び付いて
いる。

二酸化炭素排出量及び廃棄物
の排出量の削減については今
後も設定した目標達成手段に
取り組むこと。
課題とチャンスに対する取組を
充実させること。

実施体制 環境管理事務局の担当者が現
場を持った時の対策が必要で
あり、他の社員にも事務局を経
験させ定期的に交代を計画す
る。

環境管理事務局に副担当者を
配置する。

全体評価

環 境 経 営 方 針 ： □変更なし　　　■変更あり （ＳＤＧｓの取組を記載）

環境経営目標・計画： □変更なし　　　■変更あり （実績をふまえて見直す）

実 施 体 制 他 ： □変更なし　　　■変更あり （環境管理事務局に副担当者を配置）

　環境経営目標はほぼ達成されたと思われるが、今後も物価の高騰が予想されるた
め電気及び化石燃料の使用量の削減が重要である。
　また、工事の受注状況により前年度との数値比較が難しいため売上高を増やし原単
位で目標出来るようにする必要がある。
　よって、各個人の技術力をあげ職場環境を整え新規受注につながるように取り組む
こと。
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１２．これまでの環境活動の紹介

　地域貢献活動として、下記の活動を行いました。

繋の郷つくり委員会
『大根品評会』参加

江釣子第15区曽山公民館
照明器具取付及びランプ交換

展勝地公園あじさい畑の美化運動

北上川西岸河川敷の清掃活動
県道245号線の歩道
路肩清掃及び草取り

西和賀町小繋沢地区
古道「秀衡街道」草刈り
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